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資
本
の
形
成
は
経
済
議
展
の
矯
め
の
某
礎
的
要
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
の
皐
た
る
量
的
環
展
白
矯
め
の
み
た
ら
や
、
経
済
の
構

遣
を
意
識
的
に
援
草
し
て
、
此
れ
を
一
定
の
方
向
に
殻
展
せ
し
め
る
潟
め
に
も
必
要
在
要
件
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
斯
〈
考
へ

ら
る
る
所
以
白
も
の
は
、

一
定
の
企
業
家
の
下
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
資
本
が
、
生
産
諸
要
素
を
支
配
L
此
れ
を
総
合
す
る
事
に
上
つ

L 

一
定
方
向
へ
の
生
産
の
披
大
を
可
能
左
ら
し
め
る
が
矯
め
に
他
た
ら
ぬ
。
此
の
場
合
、
資
本
は
生
産
諸
要
素
従
っ
て
生
産
財

白
支
配
力
と
解
せ
ら
れ
、
貨
幣
経
済
に
於
て
は
、
特
定
の
用
途
を
興
へ
ら
れ
た
る
購
買
力
従
つ
で
貨
幣
が
費
本
な
り
L
」
考
へ
ら
れ
る

所
の
根
擦
を
興
へ
で
ゐ
る
四
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
資
本
の
概
念
は
祈
〈
一
義
的
に
定
め
ら
あ
可
き
も
の
で
は
友
ぐ
、
著
〈
上
り
多
様
む
解
揮
が
行
は
れ
来
っ
た
事
は
己
に

詳
漣
せ
し
所
で
あ
る
が
、
今
筒
草
江
此
れ
を
要
言
す
れ
ば
突
の
如
〈
な
る
。
即
ち
先
づ
、
資
本
概
念
が
私
経
済
的
に
把
探
せ
ら
れ
る

時
に
は
、
或
は
利
子
所
得
の
源
泉
ム
」
せ
ら
れ
・
又
は
牧
往
D
源
泉
乃
至
収
益
算
定
の
一
山
本
正
解
せ
ら
れ
て
、
費
本
は
一
定
白
貨
幣
矧
と

解
ぜ
ら
れ
乍
ら
も
共
の
宅
能
性
が
無
減
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
前
者
に
つ
い
て
は
、
利
子
が
何
故
に
支

排
は
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
か
叉
何
忙
上
っ
て
支
梯
は
れ
得
る
か
を
考
察
し
、
更
に
利
子
の
商
さ
が
何
陀
よ
っ
て
決
ま
る
か
を
考
ふ
る
な
ら

資
本
形
成
町
一
過
程

僚
主
十
五
巻

傭
四
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五
五
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五

拙稿，資本形成の意義(翻済論議，第五十五巻第一規)。



費
本
形
成
白
過
程

第
五
十
五
巻

五
アミ

四

六

第
四
臨

ば
、
資
本
の
生
産
性
に
よ
っ
て
の
み
此
白
常
識
的
た
る
資
本
概
念
が
経
済
率
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
得
可
〈
、
叉
後
者
に
閲
し
て
は
、

収
益
の
賓
現
が
結
局
は
流
劫
渦
程
に
於
で
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
至
る
迄
の
奇
本
の
同
特
過
程
に
於
て
、
生
産
過
程
が
決
定
的

た
役
割
を
管
め
る
事
を
見
逃
し
得
泣
い
の
で
あ
る
。
向
最
近
に
於
て
も
ケ
イ
ン
ズ
の
如
き
は
、
資
本
を
生
産
的
た
も
の
と
見
る
見
解

E
退
け
て
此
れ
を
資
産
と
解
し
、
そ
れ
が
一
定
白
強
想
牧
谷
を
資
ら
す
原
悶
を
資
本
の
稀
少
性
に
求
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し

彼
が
経
常
投
資
を
述
ぷ
る
に
常
つ
て
は
、
資
本
設
備
の
慣
値
が
一
定
期
間
の
生
産
活
動
の
結
果
と
し
て
増
大
す
る
所
以
を
明
百
し
て

ゐ
る
の
で
あ
丸
。
翻
っ
て
、
古
典
血
干
減
は
資
本
の
物
財
的
性
格
を
強
調
す
る
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
闘
の
宮
を
貨
幣
白
在
高
に
求

め
た
草
商
主
義
の
皮
相
的
見
解
を
打
破
す
る
矯
め
に
、
宮
の
形
成
が
財
の
生
産
に
脊
ず
る
所
以
を
強
調
せ
し
と
同
じ
く
、
貨
幣
を
以

て
被
裂
と
た
し
、

生
産
手
段
印
ち
資
本
財
を
以
て
資
本
と
考
ふ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

其
の
後
、
餐
本
概
念
を
一
定
の
貨
幣
額

に
求
む
る
も
の
も
此
れ
を
物
財
に
求
む
る
も
の
も
、
共
に
資
本
を
生
産
に
結
び
つ
け
て
考
へ
る
も
白
で
あ
っ
て
、
貨
幣
又
は
物
財
は

そ
れ
が
生
産
と
一
古
ふ
目
的
を
輿
へ
ら
れ
で
初
め
て
資
本
的
性
格
を
賦
奥
せ
ら
れ
る
事
は
謂
ム
迄
も
な
く
、
か
白
底
分
力
又
は
支
配
力

の
親
離
ょ
の
資
本
概
念
を
打
立
て
る
も
の
も
亦
、
共
等
が
生
産
主
千
点
目
的
規
定
を
興
へ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
金
〈
無
意
義
に
終
る
事

が
明
ら
か
で
あ
る
。
斯
〈
て
、
資
本
概
念
に
と
っ
て
は
生
産
と
云
ふ
目
的
規
定
を
奥
へ
る
事
が
本
質
的
友
事
柄
と
た
る
の
で
あ
る

が
、
認
に
所
謂
生
葎
と
は
、
調
ふ
迄
も
友
〈
阜
に
物
的
生
産
の
み
を
指
す
も
匂
で
は
友
く
し
て
最
成
義
白
生
産
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
り
、
殊
に
貨
幣
経
済
に
於
で
は
、
よ
り
大
友
る
貨
幣
額
の
獲
得
に
よ
っ
て
そ
れ
が
示
さ
れ
る
所
土
り
、
資
本
を
以
で
貨
幣
所
得
又

は
収
益
を
資
ら
す
一
冗
本
と
見
る
見
解
と
も
必
中
し
も
相
容
れ
ざ
る
も
白
で
は
た
い
。

右
の
如
く
、
資
本
概
念
は
種
々
に
迎
解
せ
ら
れ
従
っ
て
資
本
形
成
の
意
義
も
亦
多
様
に
餅
稗
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
費
本

主
義
経
済
の
下
に
於
て
位
、
企
業
家
が
興
へ
ら
れ
た
る
依
件
の
下
に
於
て
、

一
定
D
利
潤
の
貨
現
を
殻
想
し
て
何
を
又
如
何
に
生
産

J. M. Keynes; The Gcneral Theory of Employment， Interest and Money， 
1936， p. 214 
ibid. p. 62 
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す
可
き
か
を
決
意
し
、
そ
白
費
行
力
を
興
へ
ら
れ
る
事
に
於
て
資
本
形
成
の
意
義
が
求
め
ら
る
可
〈
、
統
制
的
岡
氏
経
済
の
下
に
於

て
は
、
新
か
る
決
責
と
賀
行
と
が
岡
山
家
意
士
叫
に
従
っ
て
行
は
る
る
に
過
ぎ
な
い
白
で
あ
る
。
然
ら
ば
資
本
の
形
成
は
如
何
た
る
廻
程

を
経
て
侍
ま
れ
る
か
。
究
極
に
於
け
る
資
本
形
成
白
意
義
が
右
の
如
〈
で
あ
る
に
し
て
も
、
共
の
過
程
が
成
果
を
皐
げ
得
ん
が
矯
め

に
は
、
物
財
的
意
義
に
於
け
る
資
本
の
存
在
と
増
加
及
び
貨
幣
的
意
義
に
於
け
る
資
本
白
供
給
特
に
貨
幣
の
創
遣
が
必
須
O
要
件
た

る
事
は
謂
ふ
迄
も
左
い
。
而
も
従
来
資
本
の
形
成
が
問
題
と
ぜ
ら
れ
た
揚
合
に
は
、
物
的
資
本
た
る
資
本
財
の
生
産
増
加
ー
と
貨
幣
の

創
浩
及
び
北
ハ
等
白
閥
係
が
節
約
乃
至
貯
蓄
と
D
閥
聯
に
於
て
論
ぜ
ち
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
殊
に
企
業
家
の
意
士
山
決
定
に
於
け
る
根

本
的
要
素
た
る
彼
の
思
考
力
庭
八
刀
能
力
た
る
精
神
力
平
、
生
産
の
物
理
的
過
程
K
闘
す
る
分
析
等
は
問
題
の
博
外
K
包
か
れ
ね
ば
在

ら
ぬ
。
従
っ
て
滋
で
も
亦
、
先
づ
物
的
資
本
た
る
資
本
財
の
形
成
が
如
何
た
る
遁
程
で
行
は
れ
る
か
、
又
貨
幣
資
本
た
る
名
目
資
本

が
貨
幣
創
訟
の
下
に
於
て
如
何
に
形
成
せ
ら
れ
て
行
〈
か
主
活
ベ
、
更
に
投
賛
行
矯
が
如
何
な
る
過
程
に
於
て
替
ま
れ
る
か
を
考
察

す
る
事
と
す
る
。
b

質
物
資
本
の
形
成
過
程

資
本
た
る
言
葉
が
種
々
の
意
味
忙
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
右
に
漣
べ
た
ろ
が
如
く
で
あ
る
が
、
此
れ
を
以
て
貨
物
質
本
を
期
解

せ
ん
と
す
る
立
揚
に
は
古
典
皐
派
以
来
今
品
川
重
要
た
意
義
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
亡
質
物
資
本
の
形
成
過
程
に
閲
し
て
は
、
消

費
制
限
の
意
味
に
於
け
る
貯
蓄
が
問
題
ξ
せ
ら
れ
、
貨
幣
資
本
の
形
成
過
程
に
関
し
て
は
貨
幣
倒
活
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
ハ

1
ン
の
如
昔
は
信
用
の
撰
張
を
問
題
と
し
乍
ら
も
そ
れ
に
よ
っ
て
賓
物
資
本
の
形
成
せ
ら
れ
る
事
を
強
調
ぃ
、
ヶ
イ
V

ズ
も

亦
、
「
貨
幣
論
L

に
於
て
は
投
資
材
の
中
に
貸
付
費
本
茂
ぴ
詮
雰
を
も
包
含
せ
し
め
乍
ち

「
一
般
理
論
」
に
於
て
は
投
資
を
貫
物
資

費
本
形
成
田
過
程

第
五
十
五
巻

~ 

七

第
四
抗

五
七

4) -A. 1王ahn; Volkswirtschaftliche Theorie des BankkTedits， 3. Au伺 s. 124一一
U6， 13。
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、w
m

噂
d
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副
悶

nα

ね
事
は
謂
ふ
迄
も
た
い
。

A
D
H
J

子
町
L
四

然
ら
ぽ
此
白
揚
合
に
於
日
付
る
質
物
資
本
白
形
成
が
如
何
た
る
意
味
に
於
け
る
消
費
断
念
に
よ
っ
て
行
は
れ
得
る
か
。
先
ヴ
消
費
者

J
印

刷

仰

が
向
己
の
消
費
し
得
可
苦
消
費
財
の
一
郊
の
消
費
を
断
念
し
た
と
し
七
も
¥
そ
れ
は
フ
ェ
ー
ル
の
所
謂
消
費
者
資
本
が
形
成
さ
れ
た
の
郡
山

み
で
、
そ
れ
が
直
ち
に
寅
物
資
本
の
形
成
と
は
号
一
ι
ひ
難
い
。
斯
く
て
カ
ツ
セ
ん
は
、
買
物
資
本
を
(
そ
白
消
耗
の
程
度
以
上
に
)
作
り
出
郷
日
出

す
矯
め
陀
用
ひ
ら
れ
た
生
産
一
安
占
禁
、
若
し
消
費
財
の
.
生
産
忙
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
左
ら
ぽ
作
り
出
さ
れ
た
で
あ
ら
う
所
白
消
費
財
を
、
一
時

ω

且

ιι

消
貸
せ
ぎ
り
し
事
を
も
消
費
断
念
白
概
念
K
包
含
せ
し
め
、
以
て
此
白
困
難
を
克
服
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此

費
本
形
成
白
過
程

第
五
十
五
巻

四

^ 

第
四
拙

五
八

本
に
関
聯
し
て
用
び
て
ゐ
る
白
で
あ
私
。
然
ら
ば
斯
か
る
貨
物
資
本
が
節
約
又
は
貯
蓄
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
と
言
は
る
る
場
合

に
、
そ
れ
は
自
然
経
済
冒
と
貨
幣
経
済
と
に
於
で
同
巴
過
程
を
経
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
自
然
経
済
忙
就
い
て
見
る
に
、
此
庭
で
は
貨
物
資
本
の
形
成
が
そ
れ
に
先
立
つ
消
費
の
断
念
印
ち
節
約
に
よ
っ
て
の
み
行
は

れ
る
事
・
換
言
せ
ば
消
費
者
の
態
度
如
何
が
氏
定
的
で
あ
る
事
は
自
ら
明
ら
か
怠
る
所
で
あ
る
。
自
然
経
済
に
於
て
は
、
形
成
せ
ら
る

可
青
-
資
本
も
節
約
の
針
策
た
る
も
白
も
共
に
物
財
で
あ
る
が
、
経
済
+
土
曜
の
所
有
に
か
か
る
締
て
の
物
財
が
資
本
た
る
可
曹
も
の
一
で

は
た
い
。
此
れ
を
、
共
の
所
有
者
自
慾
墜
を
直
接
に
充
足
す
る
も
白
止
、
然
ら
や
し
て
直
接
的
慾
笠
充
足
手
段
の
生
産
手
段
た
る
も
、

。
叉
は
他
の
経
済
主
惜
の
慾
笠
克
足
手
段
、
た
る
も
白
と
に
分
ち
た
る
揚
合
に
、
後
者
K
於
て
の
み
賓
刷
資
本
の
意
味
が
認
め
得
ら
れ

る
白
で
あ
る
。
副
も
、
フ
ェ
ー
ル
が
貨
物
資
本
を
消
費
者
資
本
〈
2
r
Eロ
与
甲
m
s
r
r
p唱
E
7と
生
産
者
資
本
町
N
O民
間

2
1
出
白
区
品
】
邑

と
に
分
匂
揚
合
に
、
後
者
の
み
が
十
却
に
所
謂
貨
物
資
本
に
設
営
す
る
の
で
あ
る
。
又
天
成
の
一
物
財
は
共
の
多
く
が
直
接
に
人
聞
の
慾

墜
を
充
足
す
る
も
の
で
は
た
い
が
、
そ
れ
等
は
資
源
と
言
は
る
可
く
し
て
形
成
せ
ら
る
可
曹
質
物
資
本
と
分
ち
考
へ
ら
れ
ね
ば
た
ら

， 

の
可
能
的
社
消
費
白
断
念
に
於
て
は
、
此
れ
に
よ
っ
て
貨
物
資
本
が
形
成
吐
ら
れ
縛
る
と
し
て
も
、
消
費
の
断
念
の
み
あ
っ
で
貨
物

)
)
)
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6
7
 



地

資
本
の
形
成
せ
ら
れ
ざ
る
揚
合
が
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
消
費
財
の
消
費
断
念
が
寅
物
資
本
の
形
成
に
稜
展
し
行
ぺ
が
矯
め

に
は
、
節
約
さ
れ
た
消
費
財
が
、
生
産
設
備
原
料
及
び
共
他
D
生
産
手
段
の
生
産
に
刑
び
ら
れ
る
事
、
従
っ
て
企
業
家
の
千
に
移
糊

せ
ら
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
此
れ
を
具
値
的
に
漣
ぶ
れ
ば
、
消
費
者
の
消
費
断
念
に
よ
っ
て
貯
請
せ
ら
れ
た
消
費
財
が
賓
物
費
本

白
生
産
に
寄
興
ず
る
弊
働
者
の
生
存
資
料
と
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
初
め
て
貨
物
費
本
の
形
成
が
可
能
た
の
で
あ
っ
て
、
此
れ
が
不
生

産
的
た
る
消
費
に
充
て
ら
れ
た
り
又
は
亭
業
財
の
生
産
に
営
る
勢
働
者
の
生
存
資
料
と
せ
ら
れ
た
揚
合
に
は
、
謂
ム
迄
も
左
〈
賓
物

資
本
の
形
成
は
行
は
れ
在
い
円
。
然
ら
ぽ
消
費
財
の
消
費
を
断
念
し
て
此
れ
を
貯
へ
る
さ
す
一

7
A消
費
者
の
態
度
は
、
貸
物
資
本
の
形
成

に
と
っ
て
何
故
絶
叫
剖
不
可
侠
の
も
の
で
あ
る
か
。
原
本
的
生
産
要
素
た
る
弊
働
力
が
如
何
左
る
生
産
に
於
て
も
絶
封
に
不
可
扶
で
あ

り
、
而
も
労
働
者
が
自
ら
消
凌
手
段
の
一
部
在
者
ふ
る
事
た
き
同
然
経
済
に
於
て
は
、
若
し
斯
か
る
消
費
の
断
念
に
よ
る
消
費
財
の

貯
蓄
が
た
い
在
ら
町
、
直
接
的
慾
望
充
足
手
段
に
非
ざ
る
貨
物
費
本
白
生
産
の
如
雪
は
粕
針
1
行
は
れ
得
友
い
で
あ
ら
う
。
時
消
費

白
断
念
に
よ
る
消
費
財
の
蓄
積
が
、
消
費
者
白
自
由
意
志
に
止
る
揚
合
の
み
な
ら
中
何
ら
か
の
檎
力
手
段
に
土
っ
て
行
は
れ
る
場
合

も
亦
考
ヘ
得
可
昔
で
あ
る
が
、
消
費
者
に
於
け
る
物
財
的
貯
蓄
が
貸
物
資
本
の
形
成
に
卦
し
て
第
一
義
的
白
不
可
娘
要
件
た
る
事

は
、
何
れ
の
揚
合
忙
於
て
も
何
等
の
相
建
が
存
し
た
い
白
で
あ
る
。

削
っ
て
貨
幣
経
済
K
於
て
は
貨
物
資
本
は
如
何
た
る
過
程
を
経
て
形
成
せ
ら
れ
る
か
。
銀
行
に
よ
る
貨
幣
創
遣
の
行
は
る
る
場
合

に
は
、
消
費
者
に
於
げ
る
消
費
断
念
の
一
資
本
形
成
に
封
す
る
闘
係
が
、
自
然
統
摘
に
於
け
る
そ
れ
と
杢
〈
相
具
る
事
は
自
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
帥
ゆ
り
、
新
ら
し
き
物
財
白
支
配
力
が
附
加
的
に
企
業
家
に
奥
へ
ら
れ
る
事
に
よ
り
、
物
債
の
騰
貴
t
笠
通
巴
て
所
謂
強
制
筒

約
ム
」
謂
は
る
主
現
象
が
起
る
D
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
に
於
け
る
消
費
者
の
態
度
は
庁
然
経
消
に
於
け
る
場
合
正
根
本
的
に
具
っ
て

ゐ
る
。
芳
し
貨
幣
創
出
忙
土
う
て
、
祉
合
的
生
産
物
却
ち
消
費
財
の
分
配
聞
係
が
自
ら
鐙
更
し
、
純
粋
消
費
者
及
び
消
費
財
生
産
に

費
本
形
成
白
過
程

第
五
十
五
巻

四

ブし

第
四
挽

ヨ王

ブL
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資
本
形
成
白
過
程

第
五
十
五
巻

六
O

四一一一

o

第
四
挽

寄
興
す
る
生
産
要
素
よ
り
も
資
本
財
生
産
に
寄
興
ず
る
生
産
要
素
の
此
れ
に
奥
か
る
分
間
が
相
卦
耐
に
大
と
在
り
、
以
て
資
本
財
生

産
部
門
の
生
産
が
相
封
的
に
蛾
大
ず
る
事
に
よ
っ
て
貸
物
資
本
の
形
成
に
至
ら
し
め
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
徐
り
に
も
周
知
の
此

白
過
程
は
、
此
れ
以
上
忙
詳
言
す
る
主
要
し
友
い
所
で
あ
ら
う
。
時
此
の
揚
合
に
も
、
仮
令
強
制
的
に
で
も
底
分
し
得
可
昔
物
財
の

貯
蓄
が
形
成
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
は
寅
物
資
本
の
形
成
は
不
可
能
た
り
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
友
い
が
、
貨
は
創
治
さ
れ
た
る
附
加

的
貨
幣
が
企
業
家
陀
興
へ
ら
れ
た
事
自
慨
が
、
存
在
す
る
物
財
の
一
部
の
用
途
を
痩
更
し
此
れ
に
生
産
性
社
興
へ
た
事
と
な
る
の
で

あ
る
。
叉
此
れ
を
以
て
消
費
白
制
限
と
た
し
従
っ
て
貯
蓄
の
概
念
に
営
は
ま
る
も
D
と
し
て
も
、
貯
蓄
の
形
成
は
貨
幣
創
浩
の
結
果

で
あ
り
、
従
っ
て
賓
物
資
本
形
成
白
イ
=
シ
ア
テ
イ
ヴ
は
貨
幣
白
創
造
に
あ
る
と
一
ゴ
ロ
は
ね
ば
な
ら
む
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
貨
幣
経
済
に
於
て
前
漣
の
如
き
銀
行
に
よ
る
信
用
創
諮
を
無
腕
し
た
揚
合
、
貸
物
資
本
の
形
成
は
如
何
在
る
遁
程
を
辿
る

で
あ
ら
う
か
o
此
の
揚
合
に
は
自
然
経
済
に
於
け
る
と
同
ヒ
く
、
貯
蓄
の
形
成
が
貫
物
資
本
形
成
に
と
っ
て
不
可
飲
の
要
件
止
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
而
も
前
自
然
経
怖
に
於
貯
る
が
如
〈
に
、
貯
請
者
の
態
政
如
何
が
質
物
資
本
形
成
に
と
り
て
第
一
義
的
の
重
要
性
を

持
つ
唱
も
の
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
以
下
フ
ェ
ー
ル
の
構
想
に
従
っ
て
共
の
然
る
所
以
を
述
ベ
キ
号
。
先
づ
貨
幣
経
済
位
生
産
者
た
る
企

業
と
消
費
者
売
る
生
産
製
薬
と
に
分
た
れ
、
企
業
は
生
産
要
素
よ
り
共
白
用
役
を
貨
幣
を
以
て
蹄
入
し
生
産
物
を
市
揚
に
販
賀
し
て

貨
幣
収
入
を
獲
る
。
又
生
産
要
素
は
企
業
に
共
の
用
役
を
買
り
て
其
の
掛
債
売
る
貨
幣
を
所
得
と
し
て
収
受
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の

貨
幣
所
得
を
以
て
市
場
比
於
て
企
業
の
提
供
す
る
生
産
物
即
ち
消
費
財
を
時
入
す
る
。
而
し
て
企
業
が
如
何
た
る
程
度
に
生
産
用
役

を
購
入
し
て
生
産
を
行
ふ
か
は
共
白
牧
集
計
算
削
ち
暗
闇
想
利
潤
と
利
子
卒
と
に
依
存
し
、
生
産
要
素
の
態
度
は
専
ら
究
極
の
消
費
を

確
保
す
る
と
云
ふ
考
慮
托
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
加
。
而
も
各
都
相
怖
主
酬
聞
は
、
ナ
イ
4
T
1
J
U
仮
定
す
る
が
如
〈
に
、
貨
幣
収
支
の
時
期
白

閉
会
を
調
整
す
可
き
取
引
上
白
動
機
共
の
他
に
よ
っ
て
常
に
一
定
量
の
貨
幣
を
保
有
せ
ん
と
努
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
向
各
伺
粧

品
百

FoHl喝 a.a. O. S5. 36-38 
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済
主
醐
聞
の
間
に
は
其
の
貨
幣
保
有
量
に
相
封
的
唆
動
が
あ
る
。
‘
帥
ち
生
産
要
素
に
於
て
は
或
は
所
得
の
一
部
主
貯
議
し
又
は
過
去
の

貯
講
を
放
出
す
る
で
あ
ら
う

L
、
又
企
業
に
於
て
は
、
北
(
の
設
備
資
産
終
日
営
資
産
及
び
製
品
等
よ
り
在
る
物
的
建
本
の
現
在
償
値
と

共
白
資
際
費
用
と
の
一
差
額
だ
け
の
利
潤
又
は
損
失
の
溌
生
が
可
能
で
あ
る
。
故
に
斯
か
る
絞
憐
循
環
忙
於
干
ん
は
、
結
局
‘
企
業
会
肌
閣
の

消
費
さ
れ
ざ
る
利
潤
約
よ
り
共
の
損
失
額
を
差
引
普
た
る
浅
瀬
が
、
同
一
期
聞
に
於
け
る
金
企
業
白
物
的
資
本
の
慣
値
増
加
領
土
り

共
の
期
間
に
於
け
る
生
産
要
素
の
貯
荷
額
を
差
引
き
た
る
額
に
等
し
〈
在
る
の
で
あ
る
。
更
に
此
れ
を
投
費
と
貯
帯
と
り
槻
勲
よ
り
、

フ
ェ
ー
ル
の
刑
ひ
た
る
記
城
に
よ
っ
て
説
明
す
れ
ば
吹
白
如
〈
左
る
で
あ
ら
う
。
今
日
日
生
産
要
素
に
於
け
る
貯
蓄
、
-
H
投
資
の

伺
川
格
帥
ち
官
設
期
間
に
新
し
〈
生
産
せ
ら
れ
た
る
物
的
資
本
(
投
資
財
)
の
(
賀
民
)
債
格
、
Q
H
杢
企
業
に
於
け
る
消
費
せ
ち
れ
ず
る

心

+
m
リ同

で
あ
る
。
文
γ
H
販
買
せ
ら
れ
た
る
享
繋
財
の
費
用
、
V
H
平
環
財
の
債
格
、

利
潤
、
汗
す
れ
ば
ο
H
H
l
∞
従
っ
て

q
H
全
企
業
の
利
潤
の
中
で
享
梁
財
の
販
寅
よ
り
生
中
る
利
潤
問
、
左
す
れ
ば
ο
】

H
4
4
、
で
あ
る
。
更
に
n
W
1
企
業
者
聞
に
於
け
る

投
資
財
の
賀
貨
に
よ
る
利
潤
、
r
H
投
資
の
費
用
、

勾

ば
阿
川
川
同
、
+
司
、

と
す
れ
ば

で
あ
る
ロ
然
る
に
E
H
生
産
要
素
の
ゐ
所
得
と
す
れ

。
同
H
H
H
、

で
あ
り
、
又
同
時
に
岡
山
刊
〈
+
叩
で
あ
る
故
4
H同
l
∞
-
4
、
1同
l
H
、
と
た
り
、
従
っ
て
ρ
H
4
l
J
1
1
肘
|
出
l

(同

1
5
1
H
、
l
m
ー
と
在
る
。
而
し
て
O
H
O
H
+
P
た
る
故
心
目
。
-
+
ο
凶
日
】
、
l団
1
T
Q
H
J
H
同
l
出
と
た
る
。

右
の
如
き
貨
幣
経
済
の
循
寝
過
程
に
於
て
、
貯
帯
は
資
本
の
形
成
に
劃
し
て
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
此
庭
で

は
、
調
ム
抱
一
も
な
〈
貯
蓄
は
貨
幣
に
よ
っ
て
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
が
企
業
に
よ
っ
て
投
資
の
費
用
に
芳
首
せ
ら
れ
ぎ
る
場
合

に
は
、
必
要
以
上
自
貨
幣
保
有
従
っ
て
早
た
る
退
蔵
と
友
り
号
る
事
が
考
代
ら
れ
る
。
叉
恨
令
此
の
貯
蓄
頼
が
企
業
の
手
に
入
っ
た
と

し
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
資
本
財
の
形
成
は
保
諮
せ
ら
れ
得
左
い
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
今
、
宰
梁
財
を
生
涼
一
ず
る
企
業
が
、
共
の
生
産

物
を
ぽ
費
削
川
を
償
ム
債
格
で
収
資
す
る
を
得
宇
、
而
も
共
の
規
模
を
縮
小
せ
宇
し
て
生
涯
を
続
行
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
、
貯
蓄
額
が
此

費
本
形
成

ω
過
程

務
王
十
五
巻

四
ュ

第
四
披
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費
木
形
成
円
高
程

策
五
十
五
巻

凹

第
四
掠

六

の
企
業
忙
貸
閣
内
へ
ら
れ
で
も
此
れ
が
資
本
の
形
成
に
至
ら
ざ
る
事
は
明
白
で
あ
る
包
文
民
団
昨
於
て

が
小
さ
〈
怠
れ
ば
そ
れ
だ
け
Q
E大
た
ら
し
め
る
事
と
た
り
、
従
っ
て
生
産
要
素
に
於
け
る
貯
蓄
の
如
何
に
拘
は
ら
や
新
投
資
の
債

格
対
け
は
金
企
業
家
に
再
び
利
用
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
唯
此
の
場
合
に

Q
は
消
費
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
と
偲
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で

H
H
心
+
∞
で
あ
芯
か
ら
、
日

あ
る
が
、
若
し
此
の
利
潤
が
企
業
家
に
上
っ
て
一
消
費
せ
ち
れ
た
揚
合
は
如
何
に
た
る
で
あ
ら
う
か
。
今
一
企
業
家
が
そ
の
利
潤
の
一

部
を
以
で
享
讃
財
を
購
入
し
た
左
す
れ
ば
吋
享
梁
財
白
販
買
に
よ
っ
て
企
業
会
憾
の
牧
盆
が
高
ま
り
、
特
に
此
れ
を
受
入
れ
る
企
業

白
利
潤
を
そ
れ
だ
け
高
め
る
か
文
は
そ
白
損
失
を
そ
れ
だ
け
酎
明
滅
す
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
H
A
C
+
∞
の
示
す
所
に
土
れ

め

ば
、
企
業
は
共
の
再
投
資
活
動
に
於
て
貯
蓄
者
の
貯
菩
態
度
に
依
存
す
る
も
り
で
た
し
、
此
の
結
に
於
て
自
然
経
掛
に
於
け
呂
場
合

と
根
本
的
に
異
る
所
以
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
右
由
説
明
は
経
済
循
環
に
於
け
る
企
業
金
悼
の
視
察
に
基
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
れ
を
個
々
の
企
業
の
投
費
活
動

に
う
い
て
見
る
時
に
は
、
共
白
大
昔
さ
が
貯
者
舗
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
所
以
を
知
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
白
で
あ
る
。
即
ち
企
業
金
慢

に
と
っ
て
は
、
共
の
支
出
が
消
費
者
自
貯
蓄
と
た
ら
ざ
る
限
り
‘
殆
ん
ど
同
時
比
利
潤
を
成
立
せ
し
め
Z
の
で
あ
る
が
、
個
々
白
段
資

す
る
企
業
に
と
っ
て
は
此
白
利
潤
が
自
己
白
許
に
流
入
し
来
る
事
を
輔
即
応
し
得
た
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
個
々
の
企
業
は
、
其
の
投

資
の
結
凶
末
、
貯
蓄
の
額
を
超
ゆ
る
だ
け
の
利
潤
を
他
の
企
業
に
成
立
せ
し
め
得
る
と
し
て
も
、
斯
か
る
利
潤
の
成
立
以
前
に
於
で
従

う一
L

投
資
を
行
ふ
以
前
に
於
て
、
投
資
の
震
め
の
資
金
を
調
達
せ
ね
ば
た
ら
阻
で
あ
ら
う
し
、
此
れ
を
会
企
業
陀
推
L
宏
め
て
云
へ

ば
、
貨
幣
創
誌
の
行
は
れ
ざ
ろ
隈
り
投
資
の
額
は
共
の
時
々
の
貯
蓄
額
に
占
っ
て
制
限
せ
ら
れ
-
る
と
も
云
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
貨
幣
経
済
に
於
て
も
貨
幣
創
浩
の
行
は
れ
ざ
る
揚
合
に
は
、
貯
蓄
白
額
が
投
資
額
を
規
定
し
従
っ
て
貸
物
姿
本
形
成
の
限

度
聖
輿
へ
る
も
の
と
言
は
れ
得
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
然
経
済
忙
於
け
る
が
如
〈
に
、
投
資
以
前
に
物
財
的
貯
蓄
が
必
要
で

前主主の貨幣保有量D 相封的重量動を考慮すれば明らかである。'4) 



あ
る
と
一
古
ふ
の
で
も
友
〈
、
叉
投
資
の
費
用
を
調
達
し
得
る
矯
め
に
一
は
貯
蓄
者
に
於
て
そ
の
都
度
そ
れ
だ
け
の
節
約
を
絶
封
に
必
要

と
す
る
も
の
で
も
た
い

D
で
あ
る
。

名
目
資
本
の
形
成
過
程

賢
物
資
本
の
形
成
過
程
に
於
て
最
!
も
重
要
な
る
問
題
は
共
底
は
於
け
る
貯
蓄
の
意
義
に
存
L
た
の
で
あ
る
が
、
買
物
資
本
と
針
立

す
可
き
名
目
茨
木
町
形
成
過
程
に
於
て
は
、
阿
加
的
に
創
治
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
視
が
、
名
目
資
本
と
し
て
如
何
た
る
過
程
を
経
て
物

財
的
某
磁
を
興
へ
ら
れ
る
か
と
云
ム
事
が
問
題
さ
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
今
日
名
目
資
本
と
呼
ば
る
る
も
の
に
は
、
雷
に
一
定
の
貨
幣

額
む
み
た
ら
中
貨
物
資
本
白
所
有
時
間
及
び
質
物
資
本
へ
の
諸
種
の
請
求
権
を
も
亦
包
含
吐
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
名
目
資
本

の
形
成
過
程
を
見
る
矯
め
に
は
此
等
の
所
布
構
及
び
請
求
権
の
成
立
過
程
左
も
考
察
せ
ね
ば
な
ら
む
の
で
あ
る
が
、
識
で
は
主
止

L

て
貸
幣
樹
と
し
て
白
名
目
資
本
に
関
聯
し
て
考
察
す
る
事
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
先
づ
貨
幣
創
造
の
行
は
れ
友
い
揚
合
に
つ
い
て

見
る
に
、
買
の
資
本
を
物
財
的
に
解
し
貨
幣
制
の
物
財
に
よ
る
裏
付
け
を
要
求
す
る
立
揚
ム
り
は
、
此
の
問
題
は
弐
の
如
そ
に
老
へ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
今
、
貯
蓄
さ
れ
た
る
貨
幣
額
が
企
業
家
の
手
に
移
さ
る
れ
ば
、
企
業
家
は
此
れ
を
以
て
質
物
資
本
形

成
の
費
用
に
充
営
す
る
が
故
位
、
滋
に
貨
幣
は
名
目
資
本
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
た
い
が
、
其
の
限
り
に
於
て

は
賓
は
未
だ
名
目
資
本
白
形
成
は
行
は
れ
て
居
左
い
の
で
あ
る
。
企
業
家
の
手
に
移
さ
れ
た
貨
幣
制
が
現
貨
に
投
資
せ
ら
れ
て
賓
物

資
本
を
形
成
し
た
時
に
、
貨
幣
貯
蓄
者
D
企
業
家
に
劃
す
る
債
権
が
新
し
く
形
成
せ
ら
れ
た
質
物
資
本
に
土
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
己

モ
、
初
め
て
悲
に
買
の
名
目
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
銀
行
に
よ
っ
て
信
用
創
造
の
行
は
る
る
場
合
に
は
、
名
目
資
本
は
如
何
な
る
過
程
を
辿
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
か
。
フ
エ

1

費
本
形
成
の
過
程

策
五
十
王
巻

四

第
四
臨

六

Fohl; a. a. O. SS. 65-72 
例へば Fohl

15) 
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費
本
形
成
山
過
程

第
五
十
五
巻

四一一一四

第
四
鵠

五

回

ル
が
最
も
五
常
な
る
過
程
と
し
て
設
〈
所
は
吠
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
、
銀
行
が
一
企
業
家
へ
創
造
信
用
を
許
興
ず
れ
ば
、
此

の
企
業
認
は
銀
行
に
到
し
て
預
金
債
檎
を
持
っ
と
同
時
に
銀
行
へ
の
債
務
を
負
拾
す
る
。
而
し
て
企
業
の
貸
借
針
照
去
に
於
て
、
共

の
負
債
項
目
に
於
け
る
貨
幣
額
が
資
産
項
目
に
於
け
る
質
物
資
本
に
針
服
す
る
も
の
と
し
て
名
目
資
本
と
呼
ば
る
る
た
ら
ぽ
、
企
業

の
銀
行
に
劃
す
る
負
債
そ
の
も
の
が
名
目
資
本
で
あ
り
、
銀
行
に
よ
る
信
用
創
造
が
乃
ち
名
目
資
本
の
形
成
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此

の
場
合
、
銀
行
と
企
業
と
の
聞
に
存
す
る
相
互
的
償
措
闘
係
は
貨
は
豆
に
相
殺
清
算
せ
ら
る
可
雪
が
故
に
、
未
だ
自
民
の
名
目
資
本
が

形
成
せ
ら
れ
た
の
で
は
た
〈
、
車
に
擬
制
的
た
名
目
資
本
の
形
成
に
過
ぎ
ね
と
言
は
れ
る
。
然
る
に
此
の
企
業
家
が
、
銀
行
信
用
帥

ち
預
金
通
貨
を
以
て
持
働
用
役
を
隣
入
し
貨
物
資
本
主
形
成
し
た
暁
に
は
、
企
業
家
は
現
金
活
貨
と
交
換
に
労
働
者
白
生
産
せ
し
物

財
を
獲
得
し
た
も
D
と
見
ら
る
可
く
、

勢
働
者
は
企
業
の
所
有
に
属
す
る
質
物
資
本
の
間
接
的
所
有
者
と
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
従
っ
て
此
の
曲
目
働
者
の
銀
行
に
封
ず
る
要
求
排
債
楠
は
、
中
聞
に
介
在
す
る
銀
行
D
債
権
債
務
を
消
去
す
る
な
ら
ば
、
新
ち
し

く
形
成
せ
ら
れ
た
る
賓
物
資
本
を
以
て
裏
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
鼠
た
る
貨
幣
た
る
の
み
た
ら
や
貨
資
の
名
目

資
本
で
お
る
と
言
は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
曲
目
働
者
は
、
受
入
れ
た
る
預
金
通
貨
を
以
て
消
費
財
の
購
入
及
ぴ
共
の
他
の
使

途
に
充
て
る
が
故
に
、
預
金
通
貨
そ
白
も
の
は
特
々
流
通
す
る
で
あ
ら
う
が
、
何
日
か
は
此
れ
を
消
費
に
充
で
や
し
て
貯
蓄
す
る
人
の

千
に
渡
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
白
貯
論
者
は
、
晴
朗
め
何
ら
か
白
販
賓
し
符
可
き
財
を
所
有
し
此
れ
ム
一
交
換
に
預
金
請
貨
を
獲
得
L

た
の
で
あ
る
が
、
便
宜
上
此
の
財
が
券
働
者
四
欲
す
る
消
費
財
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
共
底
で
枕
唯
、
貯
帯
者
が
最
一
初
の
崎
町
働
者
に

代
う
て
貨
物
資
本
の
間
接
的
所
有
者
ー
と
な
っ
た
に
過
ぎ
在
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
若
し
、
此
の
貯
蓄
者
が
受
入
れ
た
る
預
金
廼
貨
を

以
て
寅
物
資
本
主
所
有
せ
る
企
業
の
株
式
又
は
批
債
を
購
入
す
る
在
巳
ば
、
短
期
の
債
槽
が
長
期
の
債
権
肥
後
更
す
る
事
に
於
て
、

創
誌
せ

ιれ
た
る
貸
物
資
本
へ
の
所
有
様
又
は
択
首
楼
を
獲
得
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
議
忙
企
業
の
手
に
還
流
せ
し



預
金
通
貨
は
如
何
に
用
日
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
若
し
共
の
金
額
が
銀
行
へ
の
一
返
済
に
充
て
ら
れ
る
た
ら
ば
、
貨
幣
創
造
に
よ
る
名

目
資
本
形
成
の
杢
過
程
は
裁
忙
全
ぐ
終
り
を
骨
げ
る
事
と
註
る
の
で
あ
る
が
、
そ
白
金
額
又
位
一
部
が
再
び
貨
物
資
本
の
形
成
に
用

η

ー

ひ
ら
れ
る
な
ら
ば
再
び
同
様
の
過
程
を
線
、
返
す
に
温
ぎ
な
い
り
で
あ
る
。

以
上
は
、
フ
ェ
ー
ル
が
最
も
五
常
的
在
る
名
目
資
本
形
成
D
過
程
と
し
て
諮
ぷ
る
所
在
来
げ
た
Z
K
過
ぎ
危
い
が
、
共
の
中
で
、

銀
行
に
よ
っ
て
創
誼
せ
ら
れ
た
る
短
期
信
用
が
長
期
信
用
に
愛
h

ら
れ
る
描
程
が
、
最
も
重
要
た
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
査

し
、
銀
行
に
よ
っ
て
創
詮
せ
ら
れ
た
る
知
期
信
用
が
、
養
本
市
揚
に
於
て
共
白
金
額
が
長
期
信
用
に
輔
換
せ
ら
れ
ざ
る
揚
合
に
は
、

所
調
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
問
ナ
事
と
た
る
可
く
、
又
反
針
に
、
如
何
に
信
用
白
創
造
が
行
は
れ
で
も
、
資
本
市

揚
ー
に
於
け
る
長
期
信
用
へ
白
鞘
換
が
克
介
に
行
は
る
る
た
ら
ぽ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
途
が
完
全
に
閉
さ
れ
居
る
が
矯
め
で
あ

る
。
何
れ
に
せ
よ
議
に
取
上
げ
た
る
名
目
資
本
形
成
の
調
程
は
、
名
目
資
本
が
貨
物
資
本
に
よ
勺

τ一
一
畏
付
け
ら
れ
ね
ば
註
ら
む
と
見

る
立
揚
に
立
て
る
も
の
で
あ
っ
て
、
買
の
意
味
に
於
け
る
費
本
形
成
の
遇
税
に
尭
ざ
る
事
は
改
め
亡
断
る
迄
も
た
い
。

資

本

形

成

の

過

程

四

以
上
を
以
て
、
資
本
概
念
の
最
も
一
般
的
た
る
も
の
即
ち
貨
物
費
本
E
C
名
目
資
本
と
白
形
成
過
程
に
於
て
、
如
何
た
る
問
題
が
存

在
す
る
か
、
叉
そ
れ
は
如
何
に
解
せ
ら
る
可
脅
か
を
考
察
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
突
に
は
本
来
的
意
味
に
於
げ
る
資
本
が
如
何
た

る
過
程
在
経
て
形
成
せ
ら
れ
る
か
を
顧
み
ね
は
た
ら
ぬ
。

前
蓮
の
如
〈
、
支
配
的
た
る
資
本
概
念
は
伺
れ
も
皆
費
本
の
生
産
性
に
関
聯
せ
し
め
ら
れ
る
も
D
で
る
う
て
、
資
本
白
形
成
は
、

企
業
家
を
し
て
諸
積
白
生
産
要
素
を
生
産
の
矯
め
に
支
配
せ
し
め
る
事
を
意
味
す
る
と
也
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
資
本
形
成
。
過
程

費
本
形
成
白
過
程

事
五
十

E
K骨

四
三
王

、
第
四
説

六
宜

a. a:.O. SS. 94-97 17) 



資
本
形
成
白
過
程

第
五
十
五
巻

四
三
六

第
四
続

六
六

に
於
て
は
、
企
業
家
に
於
け
る
如
何
程
る

J
両
へ
白
投
資
を
如
何
程
た
さ
ん
と
す
る
か
叩
判
断
と
、
此
の
判
断
を
賀
行
に
移
苫
し
む

可
苦
力
と
が
重
要
た
る
要
素
kr
泣
す
も
の
苅
あ
り
、
貨
幣
経
済
に
於
て
は
、
後
者
の
力
仕
貨
幣
的
支
配
力
K
よ
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
先
づ
前
者
に
つ
い
て
見
る
に
、
企
業
家
の
一
投
努
判
断
。
目
標
は
、
資
本
主
義
経
済
の
下
に
あ
る
限
り
、
最
大
利
潤
の
獲

得
に
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
友
い
が
、
此
の
目
標
に
従
ひ
て
投
資
の
方
面
と
共
D
数
量
と
を
定
む
る
に
営
つ
て
は
諸
種
の
事
情
を
考
慮

す
る
ロ
而
し
て
ケ
イ
ン
ズ
に
上
れ
ば
、
斯
か
る
考
胞
は
専
ら
各
方
面
の
資
産
の
限
界
技
率
と
利
子
卒
と
の
閥
係
に
あ
り
と
せ
ら
れ
る

が
故
に
、
若
し
資
本
の
限
界
救
寧
が
一
定
な
ら
ば
、
利
子
卒
。
低
き
程
投
資
自
数
量
が
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
叉
此
の
利
子
率
は
、

所
謂
貨
幣
保
有
率
三
官
E
H
q
p品
目
聞
の
の
)
主
銀
行
白
倒
潰
す
る
貨
幣
数
量
と

ρ関
係
上
り
定
ま
る
と
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
若
し
ケ
イ

ン
ズ
の
理
論
が
疋
し
い
と
す
れ
ば
、
貸
幣
保
有
率
を
別
と
す
れ
ば
、
銀
行
に
於
け
る
貨
幣
の
供
給
が
投
資
の
敢
景
を
決
定
す
る
上
に
大

た
る
役
割
主
演
巴
得
る
事
と
在
る
白
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
保
有
卒
K
就
い
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
三
つ
り
動
機
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
で
、
(
一
)
所
得
む
受
入
れ
と
支
出
と
む
間
D
間
隙
を
調
整
し
、
又
は
仕
入
れ
と
販
賓
と
の
問
の
間
隙
を
調
整
す
可

き
取
引
上
の
動
機
、
合
己
偶
務
的
貨
幣
需
要
に
備
へ
又
は
晴
朗
期
さ
れ
ざ
る
有
利
た
買
入
れ
機
舎
に
備
ふ
可
き
預
備
的
動
機
及
び
(
=
一
〉

所
謂
投
機
的
動
機
が
卸
ち
此
れ
で
あ
る
。
共
由
中
第
一
及
び
第
三
の
動
機
に
よ
る
貨
幣
需
要
は
、
一
般
的
経
消
活
動
の
欣
態
と
所
得

水
準
止
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
が
故
に
共
の
饗
動
は
少
く
、
第
三
白
投
機
的
動
機
に
よ
る
貨
幣
需
要
の
み
が
相
常
激
し
き
鑓
動
を
旗

期
せ
ら
れ
る
白
で
-
あ
る
判
明
此
等
一
一
つ
白
動
機
に
よ
る
棉
貨
幣
需
要
の
中
で
最
後
の
も
の
の
占
む
呂
割
合
が
大
た
ら
ざ
る
限
り
は
、

銀
行
陀
よ
る
貨
幣
供
給
が
利
子
容
を
通
じ
て
投
資
数
量

ι奥
へ
る
影
響
を
鋼
一
蹴
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。

削
っ
て
、
資
本
形
成
の
過
程
に
於
け
る
第
二
の
要
素
郎
ち
企
業
家
の
判
断
に
寅
行
力
を
興
ふ
る
も
白
は
、
語
ム
迄
も
た
く
銀
行
に

よ
Z
信
用
の
許
奥
で
あ
る
。
銀
行
に
よ
る
信
用
損
張
の
過
程
は
誌
に
詳
説
す
る
要
た
き
所
で
あ
っ
て
、
前
議
の
如
〈
に
し
て
決
意
せ

前掲捌稿，六三→大四買。 ノ
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ら
れ
た
る
企
業
家
の
二
信
用
需
要
に
膝
じ
、
銀
行
流
動
性
の
許
す
範
囲
に
於
て
貸
付
損
張
が
註
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
、

資
本
形
成
の
過
程
忙
於
け
る
貨
幣
創
造
D
重
要
性
は
此
れ
を
無
腕
し
得
ざ
る
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
資
本
主
義
経
済
の
下
に
於
け
る
資
本
形
成
の
過
程
は
一
一
熔
右
の
如
〈
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
関
民
経
済
が
一
定
白

園
家
的
目
的
の
賓
現
の
矯
め
に
計
事
せ
ら
れ
統
制
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
此
白
意
味
に
於
け
る
資
本
形
成
の
過
程
も
亦
自
ら
具
り
来

る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
共
庭
で
は
、
安
本
に
よ
る
生
産
が
向
企
業
に
よ
っ
て
轡
ま
れ
る
と
し
て
も
、
企
業
家
の
投
資
判
断
は
最
早
や
最

高
利
潤
の
遁
及
に
上
っ
て
定
め
ら
れ
や
、
従
っ
て
投
資
の
方
両
及
び
投
資
の
費
、
は
利
子
卒
や
投
資
の
収
録
率
K
依
存
し
た
い
。
投
資

の
方
向
と
共
の
量
は
一
義
的
忙
岡
家
目
的
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
所
謂
負
の
投
資
す
ら
槽
力
的
に
強
行
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
共

の
寅
行
力
に
於
て
も
単
に
貨
幣
的
支
配
力
と
し
て
白
み
賦
興
せ
ら
れ
る
に
限
ら
や
し
て
、
綿
ゆ
る
権
力
的
手
段
を
以
て
上
り
強
力
に

奥
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尚
図
家
的
計
叢
経
済
の
謹
一
行
が
斯
か
る
程
度
迄
殻
展
せ
ざ
る
揚
合
に
於
て
も
、
岡
家
信
用
の
介
入
は
資
本
の
形
成
過
程
に
重
大
た

る
影
響
聖
典
へ
る
も
の
で
あ
る
。
今
一
例
を
鼎
ぐ
れ
ば
、
資
本
主
義
経
済
の
下
に
於
て
、
企
業
家
が
投
資
を
決
定
す
る
時
に
は
金
融
上

二
つ
の
結
に
於
て
満
足
在
赦
踏
に
置
か
れ
ね
ば
た
ら
む
と
せ
ら
れ
、
共
白
一
は
資
本
財
生
産
期
間
中
銀
行
よ
り
充
分
注
る
短
期
金
融

を
受
け
得
る
事
、
共
の
二
位
銀
行
よ
り
の
短
期
債
務
が
満
足
な
傑
件
を
以
て
詩
券
化
せ
ち
れ
得
る
兄
透
し
の
あ
る
事
と
言
は
れ
て
ゐ
，

羽る
。
此
れ
邸
ち
、
前
節
の
名
目
資
本
形
成
過
程
に
於
て
指
摘
し
た
る
短
期
信
用
の
長
期
信
用
へ
の
時
換
の
重
要
性
に
他
左
ら
ぬ
も
の

で
あ
っ
て
、
若
し
此
の
特
捜
が
充
分
確
資
江
行
は
る
る
友
ら
ば
、
如
何
在
る
信
用
掠
張
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
惹
起
せ
中
健
全
左
る

投
費
仏
世
間
一
誌
を
行
ひ
得
る
D
で
あ
る
。
市
し
て
右
の
如
苦
短
期
信
用
の
長
期
信
用
化
は
、
如
仲
な
る
場
合
よ
り
も
翻
家
一
信
用
の
介
在
せ

し
め
ら
れ
る
揚
合
に
最
車
有
数
に
行
ほ
れ
得
る
の
で
あ
Q

て
、
共
白
最
初
の
貸
例
は
此
れ
を
濁
逸
に
於
げ
る
一
九
三
三
年
以
来
の
持

費
本
形
成
白
過
程
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働
調
達
令
一
融
に
於
て
見
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
曲
目
働
調
達
の
矯
め
の
信
用
は
長
期
信
用
た
る
を
要
す
る
が
故
に
、
先
づ
金
融
組
織
の

改
革
よ
り
着
手
せ
ら
れ
て
、
預
金
種
類
白
如
何
に
拘
は
ち
中
長
期
信
用
を
授
興

L
得
る
や
ろ
に
計
実
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
が
、
殊
に

勢
働
調
達
手
形
に
封
す
る
岡
家
的
保
設
は
、
最
も
有
殺
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
は
ざ
る
持
働
調
達
従
っ
て
資
本
形
成
を
可
能
た

ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

五

結

言

査
本
概
念
の
多
義
性
は
資
本
形
成
白
意
義
を
不
明
確
た
ら
し
め
る
が
此
に
、
私
は
前
に
資
本
の
本
質
的
職
能
よ
り
資
本
形
成
の
意

義
を
考
察
し
た
白
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
右
の
考
察
に
基
い
て
資
本
形
成
の
過
程
を
分
析
し
、
共
庭
に
於
け
る
問
題
の
解
明
広
努
め
た

四
で
あ
る
。
先
づ
資
本
形
成
を
自
然
経
済
に
つ
い
ず
ま
ふ
れ
ば
、
共
庭
で
は
消
費
者
が
消
費
し
得
可
き
物
財
の
消
費
を
断
念
し
、
此

れ
を
企
業
家

ι奥
へ
る
事
に
よ
っ
て
初
め
て
賓
物
資
本
が
形
成
せ
ら
れ
、
叉
消
費
を
断
念
し
た
領
…
に
よ
っ
て
質
物
資
本
の
形
成
高
が

規
定
せ
ら
れ
る
も
白
で
あ
る
か
ら
、
消
費
の
断
念
↓
貯
替
額
の
企
業
家
へ
の
移
締
↓
そ
れ
の
生
産
的
使
用
↓
貸
物
資
本
の
形
成
ト
云

ム
遁
程
に
於
T
、
前
後
に
悶
果
的
に
闘
聯
せ
し
め
ち
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
経
済
に
於
て
も
亦
、
信
用
創
造
の
行
は
れ

ざ
る
揚
合
に
は
右
の
如
き
自
然
経
済
と
杢
〈
同
棋
の
遁
程
を
執
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
貯
暫
者
の
貯
蓄
行
嬬
が
資
本
形
成
の
第
一

義
的
要
件
で
あ
る
か
の
如
く
に
謂
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
貸
は
然
ら
や
し
て
貯
蓄
者
の
貯
蓄
行
震
は
必
や

L
も
資
本
形
成
の
結
針
的

要
件
で
は
た
く
、
結
局
に
於
て
資
本
財
D
形
成
が
貯
蓄
白
高
に
よ
っ
で
規
定
せ
ら
れ
る
に
過
ま
る
事
を
明
ら
か
に
し
売
の
で
あ

る
。
文
信
用
創
誼
は
資
本
を
形
成
す
る
と
謂
は
る
る
揚
合
に
、
創
造
せ
ら
れ
た
る
信
用
の
額
を
以
て
名
目
安
本
と
見
ち
れ
品
事
が
多

い
が
、
撚
る
揚
A
A

口
に
は
資
本
形
成
の
温
程
は
如
何
た
る
道
、
伊
一
辿
り
叉
如
何
に
し
て
此
れ
が
物
財
的
に
裏
付
け
ち
れ
る
か
。
此
の
黙
を



の
で
あ
る
。

ほ

明
ら
か
に
す
る
鴻
め
に
フ
ェ
ー
ル
四
解
説
を
接
聞

L
、
企
業
家
の
手
に
入
り
た
る
信
用
手
段
が
現
貧
民
投
下
せ
ら
れ
た
揚
合
に
初
め

民
の
名
目
安
本
が
成
立
す
可
昔
事
、
及
び
此
の
過
程
に
於
て
は
、
短
期
信
用
白
長
期
信
用
へ
白
鞘
換
が
最
も
重
要
な
る
所
以
を
述
べ

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
最
後
に
、
丸
本
の
本
質
的
職
能
よ
り
養
本
形
成
過
程
を
遁
及
す
れ
ば
ぺ
そ
れ
は
企
業
家
の
側
広
於
け
る
投
資

白
方
向
及
び
数
量
に
闘
す
る
判
定
と
、
此
れ
に
共
の
由
民
行
力
を
賦
興
す
Z
事
と
の
二
つ
白
過
程
よ
り
成
る
も
り
で
あ
り
、
而
も
閑
者

に
於
て
信
用
創
遊
が
京
市
青
た
る
意
義
を
持
つ
所
以
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
本
稿
に
於
て
は
・
問
題
左
専
ち
資
本
形
成
に
至
る
迄
の
過
程
忙
局
限
し
、
所
精
再
投
資
卸
ち
資
本
D
再
形
成
D
過
程
に
迄
は
及

ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
9

又
資
本
主
義
経
済
の
下
に
於
け
る
資
本
形
成
過
程
の
み
を
問
題
と
し
て
、
統
制
経
済
の
下
に
於
け
る
共
U

嬰
容
に
は
殆
ん
ど
燭
れ
な
か
っ
た
。
然
し
乍
ら
国
家
的
統
制
経
済
の
下
忙
於
て
も
資
本
に
よ
る
生
産
が
行
は
れ
、
同
時
に
圏
家
資
本

白
意
義
が
益
々
共
の
重
要
性
を
加
ふ
る
に
至
れ
ば
、
共
鹿
に
於
け
る
資
本
の
形
成
及
び
共
の
湿
程
が
市
引
に
浅
さ
れ
た
る
問
題
と
在
る

'. 
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